
（別紙３）

〜 8年 2⽉ 28⽇

（対象者数） 23 （回答者数） 18

〜 8年 2⽉ 28⽇

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 他の事業所の取組等も参考にして、今後も安⼼して通って
頂けるように努めて参ります。

2
こどもたち１⼈１⼈の好みを理解したり、流⾏しているも
のを取り⼊れたり、楽しく過ごせる⼯夫を毎⽇考えて参り
ます。

3 地域でのイベントにも積極的に参加して、活動の幅も広げ
て参ります。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 事業所内を整備します。
パーテーションの設置を検討します。

2 地域のお祭りや公共の場を利⽤して機会を増やして⾏きます

3 市内で実施されているものや参加できる講習会を探して情
報提供します。

構造上の問題でもあるが、スペースが狭く、環境整備が⼗分
でないところがある

構造上の問題がある。
⼦どもの状況に適した空間がない

他の事業所や地域の⼦ども達との関わる機会が少ない 直接交流する機会がない

保護者の⽅に対してのペアレント研修等の情報提供が少ない
保護者様向けの情報収集の機会が少ない事や事業所外との交
流が少ない

楽しく過ごしてもらっています。
こどもたち１⼈１⼈の特性を⾒て、職員⼀同信頼関係の構築
を⽬指しています。

⼦ども達は通所を楽しみにした頂いています。
室内外に限らずイベントや誕⽣⽇会の実施、児童らが参加し
たくなる⾏事を⽤意しています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 8年 3⽉ 1⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

安⼼して通っていただいています。
連絡帳や送迎での申し送り、また必要に応じて電話やLINEで
の連絡を徹底しています。

○事業所名

○保護者評価実施期間 8年 1⽉ 15⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 8年 1⽉ 15⽇

事業所における⾃⼰評価総括表公表


